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裏
路地

険
探

■
定
期
市
が
立
っ
た
レ
ト
ロ
な
町
並
み
を
歩
く
／
養
父
市
大
屋
町
大
屋
市
場か

つ
て
定
期
市
が
立
っ
た
大
屋
市
場
の
町
並
み

虫
籠
窓
に
千
本
格
子
、う
だ
つ
を
掲
げ
た
旧
家
…

ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
通
り
を
歩
く

　

旧
大
屋
町
の
中
心
地
で
あ
っ
た
養
父

市
大
屋
町
大
屋
市
場
。
名
前
の
通
り
、

か
つ
て
は
市
場
が
開
か
れ
て
い
た
場
所
で

あ
り
、
商
業
の
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

　

天
滝
や
大
杉
ざ
ん
ざ
こ
踊
り
で
知
ら

れ
る
西
谷
地
域
と
、
明
延
鉱
山
の
あ
る

南
谷
地
域
の
分
岐
点
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
や
物
が
集
ま
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し

て
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

定
期
市
の
始
ま
り
は
定
か
で
は
な
い

が
、
大
正
の
頃
ま
で
、
道
の
両
側
に
仮

屋
を
建
て
て
市
が
開
か
れ
た
と
言
う
。

　

６
、７
月
に
夏
市
、
12
月
に
冬
市
が

あ
り
、
盆
や
暮
れ
、
正
月
の
時
期
に
も

市
が
立
っ
た
。
昆
布
や
塩
マ
ス
、
数
の
子

な
ど
の
海
産
物
か
ら
、
下
駄
や
反
物
、

鎌
の
よ
う
な
刃
物
類
な
ど
の
商
品
が
売

ら
れ
た
。
商
人
が
寝
泊
ま
り
す
る
た

め
、
宿
屋
も
５
軒
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

毎
年
の
楽
し
み
と
し
て
、
行
李
を
首

に
か
け
た
地
元
の
人
が
大
勢
集
ま
り
、

町
中
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　
「
こ
の
定
期
市
を
元
に
、
常
設
店
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
商
品
が
い
つ
で
も

買
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
役
場
や

農
協
、
映
画
館
も
あ
り
、
昭
和
30
年
代

は
特
に
賑
わ
い
を
見
せ
た
時
代
で
す
」

と
は
、
案
内
役
の
野
崎
曙
生
さ
ん
。

　

そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
表
す
よ
う
に
、
高

台
に
あ
る
日
枝
神
社
と
天
満
宮
は
立

派
な
造
り
。
祭
り
の
際
に
は
氏
子
の
心

意
気
を
示
す
長
さ
約
14
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
る
そ
う
で
、「
高

齢
化
が
進
む
今
で
は
旗
を
立
て
る
の
に

ひ
と
苦
労
」
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
た
。

　

鳥
居
が
２
つ
も
あ
る
の
は
、
元
々
隣

り
の
山
路
地
区
の
氏
神
で
あ
る
日
枝
神

社
の
場
所
に
、
大
屋
市
場
の
氏
神
で
あ

る
天
満
宮
が
移
っ
て
き
た
こ
と
が
理
由
。

天
満
宮
の
彫
刻
は
招
き
猫
の
木
彫
で
知

ら
れ
る
地
元
の
作
家
・
松
田
一
戯
氏
の

作
品
で
、
温
か
み
の
あ
る
雰
囲
気
を
醸

商店が軒を連ねた通りには、レトロな看板を
残すお店や、うだつを掲げた旧家（左上）が今
も残っている。大正頃まで定期市が立ち、そ
の後、常設店ができていった。

日枝神社（中）と天満宮（左）。鳥居が２つもあり、その
理由は大屋市場の氏神であった天満宮が、明治の中
頃、同地に移ってきたことによる。秋祭りにはツバキ
の枝に当たりくじを付けた、「棒まき」と呼ばれる珍
しい行事が残されている。

村の旧境界上に佇む「六地蔵（左）」や阿弥陀寺の参道脇にあ
る「地蔵尊（右）」など、大屋市場には３カ所に地蔵尊が大切に
祀られている。参道には、当地の蛇紋岩が所々に使われいて
る。温石なので、昔は石を暖めて暖房具として使われた。

カーブをかけた屋根の
しつらえは職人技！！（下）軒下を支える大黒天！？（上）

とても手の込んだ格子窓（下）

おばあちゃん像
のオブジェ

至
養
父
市
街
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し
出
し
て
い
る
。

　

通
り
に
は
う
だ
つ
の
揚
が
っ
た
重
厚
な

古
民
家
や
レ
ト
ロ
な
旧
商
店
、モ
ダ
ン
な

旧
銀
行
の
建
物
な
ど
が
残
り
、
当
時
の

様
子
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　
「
う
な
ぎ
の
寝
床
」
と
呼
ば
れ
る
、
間

口
が
狭
く
て
奥
行
き
の
深
い
民
家
が
軒

を
連
ね
て
お
り
、
町
並
み
を
形
成
す
る

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
正
７
年
に
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
か
ら
、
道
路
幅
が
拡
張
さ
れ
、
通
り

沿
い
に
は
現
在
も
残
る
用
水
路
が
整
備

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
全
て
住
民

の
負
担
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

通
り
を
歩
け
ば
、
ど
こ
か
懐
か
し
い

風
情
が
残
る
大
屋
市
場
の
町
並
み
。
明

延
川
を
挟
ん
で
、
東
側
に
そ
び
え
る
大

屋
富
士
が
、
さ
ら
に
町
の
景
観
に
華
を

添
え
る
。
静
か
な
時
間
の
中
で
、
往
事

の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

●皆さんも「T2 裏路地探険」に
   参加してみませんか！！

平成 26 年4月19日（土） 10:00〜12:00
「ほたるの郷を歩く」 豊岡市出石町奥山 

＊上記実施日の10日前までに、18ページに掲
載の但馬の情報誌「Ｔ2」編集部まで、住所・
氏名・年齢・電話番号・「T2裏路地参加希望」
とお書きの上、ハガキで申し込みください。
開催当日は午前中、現地集合・現地解散と
なります。申込締切後、参加ご希望の方へ郵
送にて案内を送付します。

かつては凶作に備えるためのもみが保管さ
れていた郷蔵（共同の倉庫）。現在はコミュニ
ティ施設として改修されている。

日枝神社

天満宮

旧郷蔵
（もみ蔵）参道

安楽寺

鯉の囲い飼いを
していた池

六地蔵

お堂

至
県
道
６
号

　

明
延
方
面（
南
谷
）

のぼり旗の竿

至若杉高原（西谷）

明延川

大
屋
川

至
あ
ゆ
公
園
・

　

お
お
や
ア
ー
ト
村

　

Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ

おばあちゃん像
のオブジェ

市役所大屋地域局内には
喫茶＆観光案内の「すずこ」
があり、散策の休憩に最適！

阿弥陀寺
（明治の学制によって、大
屋初の学校が置かれた）

お地蔵さん

公民館
（旧村役場跡）

レトロな看板

郵便局

うだつの上がった
立派な旧家

道路元標
モ
ダ
ン
な

元
銀
行
の
建
物

大屋富士

映画館が
あった場所

重厚な
造りの旧家

うなぎの寝床と
呼ばれる町家が並ぶ

氏神である天満宮には、地元の木彫
作家・松田一戯氏によって、龍や獅
子、貘（ばく）の彫刻が彫られている。
さすがは木彫フォークアートの町！

呉
服
屋
だ
っ
た
お
家
に
は

レ
ト
ロ
な
看
板
が
残
る

富士山のような山容からその名
が付いたシンボル的な山。昔は
遠足でよく登ったと言う。おお
やアート村 BIG LABO から眺
めると、富士山のような姿をよ
りはっきりと見ることができる。

大正期、各市町村に
設置された道路元標

（旧大屋村）

参道や手水鉢には
蛇紋岩が使用されている

六地蔵の前では地蔵盆にな
ると、盆踊りが行われる。

２つある鳥居

立派な境内


